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特定非営利活動法人「うりずん」からの便り

うりずんとは…「潤う」と水が土にしみとおる「染む」からなる言葉で、沖縄の若夏をあらわします。さわやかな南風が吹き、野山は緑にあふれます。
　　　　　　　 うりずんのようにやさしい風に包まれて、ゆったりとした時間を過ごしていただきたいという思いから名付けられました。
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　まさに設立記念学習会に

ふさわしい、１８８人もの方々

と、盛りだくさんの一日を過

ごしました。

　まず、午前の部は来賓の宇

都宮市保健福祉部手塚英和

部長からご挨拶をいただき、

次に「うりずんの目指すもの」

と題して髙橋理事長の熱い思

いと感謝を込めた挨拶、そこにスペシャルゲストとして鶴見有

希さんが登場して「修学旅行たのしかったよ」と報告してくださ

いました。

　下川和洋さんの基調講演では

「医療的なケアが必要な子どもた

ちが地域で豊かな生活を送るため

に」と題して、教育の現場で向き

合ってこられた経験と、課題をお

話しいただきました。家族の立場

から指定発言をされた原澤直人さんからは、かつのり君が生ま

れて、障がいをもつ子どもの父親としての悩みと、お母さんと

の決意とを率直にお話

しいただきました。

　午後のシンポジウム

では、４人の方々に登

壇いただき、NPO法人

あおぞらネットの訪問

看護師梶原厚子さんか

ら、３年後、５年後を見すえて、今日の基本的な生活と「わくわく

する」ことを大切に経験を重ねていくことを、宮城県拓桃医療

療育センターの医師田中総一郎さんからは、いのちの大切さを

子どもたちに伝える取り組みと、3.11大震災の経験で再認識し

たことを伝えてい

ただきました。

　また、ふれんず

宇都宮の斎藤弥

生さんからは、居

宅介護（ホームヘ

ルプ）事業所とし

て医療的なケア

の必要なお子さ

ん や家族の暮ら

しの支援を行ってきたこと、栃木県県北健康福祉センターの保

健師中山晴美さんからは、人工呼吸器をつけたお子さんの退

院支援と、そのお母さんが第２子を妊娠されてからの在宅ケア

の体制づくりを、どのように進めていったかについて発表いた

だきました。

　一日をとおして、講師や会場の参加者のみなさまから、「障

害があってもふつうの暮らし」を、サービスの選択だけではな

く、どう生きるか人生を選択できるような社会に変えて行きた

いとの意気込みを感じました。

　当日は、学ぶだけではなく、お昼の癒しのコンサート、研修会

終了後のお茶会と、楽しく有意義な時間を持てました。スタッフ

のみなさん、学習会の準備と当日の運営、気配り本当にお疲れ

様でした。  　　（平成24年6月24日　とちぎ健康の森にて）

りずんでは、このような会を設けたのは初めてでしたの

で、本当に開催することが出来るかとても不安でした。し

かし188名というたくさんの方に参加いただき、とても感謝いた

します。講師を引き受けていただきました皆様や、お手伝いを

してくださったボランティアの皆様のおかげです。本当にあり

がとうございました。（介護職　中川　智子）

回の学習会で、講師の方々の先駆的な取り組み・経過を

聴かせていただき、改めてうりずんの担う意味を考えさ

せられました。一介護職員として、医療的ケアを行ううえでは怖

さもあり緊張の日々ですが、法改正に伴い出来る事も増え確実

に前進していると思います。先輩スタッフの指導のもと微力な

がら、頑張っていこうと思います。（介護職　古橋　芳子）

◆　◆　◆　学習会担当スタッフより　◆　◆　◆

特定非営利活動法人うりずん設立記念学習会
テーマ 「重い障がいを抱え医療依存度の高い
　　　　　子どものいのちと暮らしにどう向き合うか」

 理事　関口　清美　
（とちぎ地域生活定着支援センター長） 

討論会！

下川和洋さんの基調講演！

修学旅行の思い出を語ってくれました♪

原澤直人さん・素子さんは、うりずんの保護者様です♪

ランチは二胡とピアノ、
そして理事長の三線を聴きながら・・・

ご 報 告

う 今
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　風鈴の音が涼しさを感じさせる季節となりました。
　ＮＰＯ法人となって初めての夏です。手探りで少しずつ必要な
ことを始めています。

事業のこと
　2012 年 4 月、ＮＰＯ法人として、医療的ケアが必要な子ども
の日中一時支援（レスパイトケア）を宇都宮市、日光市、鹿沼市、
塩谷町から受託することができました。行政側のご理解のもと、
医療機関と近接してしっかり連携をとることができれば、ＮＰＯ
法人であっても同種の事業を行うことが可能となり、他の福祉系
法人もこの事業へ参入できる門戸が開かれました。
　また、法人格を得たことから日中一時支援以外の事業を行う
ことができるようになりました。4 月から居宅介護（障がい児者
のホームヘルプ）事業所の認可を受け、5 月から実際にスタッフ
が自宅で入浴介助や見守りなどの支援を行っています。6 月末現
在、5 名の子どものお宅に「行ってきます！」とスタッフが出動
していきます。

ご支援に感謝！
　法人開設より 5 月末までに、北海道から鹿児島まで 24 都道
県より、賛助会員 259 名、一般寄付 195 名の方より心強いご支
援をいただきました。認定ＮＰＯに必要な条件のひとつである
3000 円以上のご寄付を 100 名以上の方からいただくことを 2
事業年度続けるということについては、お蔭様でクリアできそう
です。お名前を拝見すると、いつもご支援下さる方に加え、ご縁

のある方からの呼びかけでご支援くださった方など新たな輪が
広がってきているのを感じます。多くの方々が応援してくださっ
ていることを思うと、身の引き締まる想いです。この場をお借り
して厚くお礼申し上げます。
　法人化直後の急速な会員とご寄付の増加、さらに設立記念学
習会の準備などのため、通常業務が終わってからスタッフが連
日作業を行ってきましたが、本来ならば真っ先にお出ししなけれ
ばならない皆様へのお礼状の発送が遅れておりますことを深く
お詫び申し上げます。また、うりぼう宛に振り込んでいただいた
ご寄付のうち掲載の可否の確認が十分できていない時期のもの
は、お名前の掲載を控えさせていただきましたことを重ねてお
詫び申し上げます。

設立記念学習会が無事終了
　6 月 24 日、公益財団法人在宅医療助成勇美記念財団助成事業、
NPO 法人うりずん設立記念学習会が無事終了しました（１面参
照）。北は山形から南は福岡まで、さまざまなお立場の方々が参
加してくださいました。会場には障がいをもつ子どもとお母さん
が何組も見えていて、和やかな雰囲気でした。ご参加下さった
皆さんと応援してくださった皆さん、朝早くから助けていただい
たボランティアの皆さん、本当にありがとうございました。準備
からこれまで頑張ってくれたうりずんのスタッフにも感謝です。

ＷＡＭの助成事業が始まります
　このたび、当法人は、独立行政法人福祉医療機構（ＷＡＭ）
の助成金（社会福祉振興助成事業 300 万円）を得ることができ
ました。テーマは「医療依存度の高い重症障害児の社会参加」です。
内容は、重い障がいを持ち医療的ケアが必要な子どもとその家
族に対して、学校への通学や家族の同行が求められる修学旅行
や校外学習への参加、事業所への送迎、お楽しみ外出などに対し、
ケアに精通した看護師や介護職の派遣を実施するものです。ま
た、このような子どもと家族が地域で普通に暮らすための理解
啓発と交流会を兼ねた学習会を、2012 年 9 月と 12 月に予定し
ています。既存の制度では対応が困難な外出・社会参加や理解
啓発をご支援いただく助成金ですので、大切に使わせていただ
きたいと考えています。

水分と休養を十分におとりいただき、暑い夏を乗り切りましょう！

うりずん役員紹介

● 名　前： 関口　清美（せきぐち・きよみ）

● 経　歴： 宇都宮市役所に勤務の後、（社福）飛山の里福祉会に就職し、障害のある方やそのご家族
の相談支援業務に従事。現職、栃木県地域生活定着支援センター長。社会福祉士。

● 尊敬している人
 1）中島秀夫氏（滋賀県社会福祉事業団企画事業部）
 　 「ひとりだけの不安にしないために」相談支援の基礎を教えていただきました。
 2）弁護士　副島洋明氏（そえじま法律事務所）
 　 様々な角度から物事を捉えること。人に向き合う時の優しさと厳しさを教えていただ

きました。

● 休日の過ごし方
 家の近所をジョギングしています。「リラックマ生活」（主婦と生活社）を時々ひらいて

癒されています。特に「№２だららん日和」。

● うりずんに対する思い
 「その人らしい暮らし」ってどういうことだろうか？と考えながら、チャレンジすること

と支援を継続することの両方を実現していけるようにと思います。

「手探りで、少しずつ、
　　　　歩き始めました」

特定非営利活動法人うりずん

　　理事長　髙 橋 昭 彦

夏 の ご 挨 拶

　　　　歩き始めました」
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様から多くのご支援をいただきながら、この数か月間、
ノンストップで駆け抜けてきました。そして、法人化し

て最初の大イベント「設立記念学習会」をなんとか終了する
ことができました。参加くださいました皆様方には心より感
謝申し上げます。ありがとうございました。
　現在、スタッフ５名のまま、お預かりサービスの継続と、
４月より居宅介護支援事業を新たにスタートさせ、日々奮闘
しております。時々、ふと思うことがあります。
　それは、私がこの道に進もうと思った原点は果たせている
だろうかということです。

校の通学時に数回見かけていた知的障がい者と思われ
る方に、突然、通り過ぎ間際に怒りと敵意むき出しの感

情をぶつけられたことがありました。すぐに「周囲やその方

の様子から他の生徒にからかわれ憤慨したのだろう」という
予測がつきました。その一瞬の出来事が、すべての人を敵と
感じてしまう状況に変化させたのでしょう・・・誰も味方が
いない・・・嫌なことを突きつけてくる世の中である、地域
社会である・・・と思ったのではないでしょうか。その結果、
行き陽のない感情を通りすがりの私にすべてぶつけたのでし
ょう・・・。
　当時の私は、その瞬間の感情を言葉でどう表現したらいいの
かわからぬまま、ただただ涙が頬を流れ落ちては、悲しく虚
しい気持ちになりました。その時の体験から「味方もいる・・・
敵ばかりではない・・・そう思ってもらいたい、そう伝えた
い・・・」と思う自分がいつの間にかいました。

校時代に胸に抱いた若かりし日々の感情は、大人になっ
た？今、皆様の元に届き、皆様にそっと寄り添うことが

できていますでしょうか？そして、うりずんが皆様にとって
居心地の良い存在になれるように、これからも時々原点を振
り返りながら、一歩ずつ前に進みたいと思います。

日中一時支援事業（レスパイトケア）
　サービス提供責任者　山 元 朋 子

皆

うりずん日記うりずん日記

うりずん管理者　三上綾子

詳細につきましては、ひばりクリニック HP「うりずん
活動報告書」をご参照ください。

高
高

●平成24年４月～６月のご利用状況　　  （人）
4月
57

5月
50

6月
62

合 計
169

＊ いずれも延べご利用人数です

●平成24年４月～６月のご来所状況　　  （人）

見　学　者
ボランティア
計

4月
 3
 0
 3

5月
 1
 0
 1

6月
12
0
12

合 計
16
0
16

＊ 登録ご利用者の年齢 ……………3歳～19歳
＊ 現在契約準備中の方 …………………… 4名

●現在の登録状況………17名

＊ 現在契約準備中の方 …………………… 1名
●現在の登録状況………  5名

日中一時支援事業

居宅介護事業

かつのり君、皆で会いに来たよ！

図書館のおじさんいつもありがとう。

いくらかな〜？
代表してお会計したよ！

皆

外

様こんにちは。いよいよ夏本番
ですね。

春から夏にかけて、うりずんでは散歩ブ
ームとなりました。
　天気が良いときは、近くのろまんちっく村や
3km 先の図書館まで散歩をしました。
　昨年 9 月にお星様になられた、うりずんの利
用者様「かつのり君」。かつのり君のお墓はうり
ずんのすぐ近くにあります。寒い冬が終わりよ
うやくお墓参りに行くことができました。
　ろまんちっく村のお花屋さんでは、利用者の
皆様がかつのり君へと自分でお花を選んだり、
レジでお金を支払ったりとショッピングを楽しみました。
支払い担当の利用者様は支払いまでお金を大事そうに持っ
ている姿が印象的でした。ちょうど土曜日でお客さんがた
くさんいたのですが、「よく笑っているね。」「綺麗なお花を
選ぶんだね～。」とたくさん声をかけて下さいました。お買
い物が終わり、かつのり君と久しぶりの再会。とっても綺
麗なお花がかつのり君にピッタリでしたね。利用者の皆様
もかつのり君へ綺麗なお花を渡せたこと、一緒に歌を歌え
たこと・・・とても嬉しそうでした。「ずっと友達」、皆様
がかつのり君へそう話しかけているようでした。友達と一緒に買い
物をしたり、初めてお会いする人と会話を楽しんだり、何より友達
に会いに行けたりと充実した一日となったことでしょう。

＊
出がいつでもできる環境であると本当に嬉しい
のですが、まだまだサポートは十分ではありま

せん。外出とは、外の日差しや空気、景色、人々・・
たくさんの刺激を受けて、また一つ成長する機会で
もあります。その大切な機会を可能な限り提供できた
ら最高ですね。
　成長と言えば先日、4 歳の女の子の利用者様が栄養チュ
ーブを自分で鼻から挿入するという出来事がありました。自分で挿
入する方が楽なようで、スイスイとチューブを鼻に入れていくので
す。ついこの間まではできなかったことが今日はできている、そん
な成長を見せてくれる利用者様にうりずんスタッフは心に染みるほ
ど癒されるのでした。

ふわふ
わ

風船バ
レーボ

ール

をした
よ♪

医療的ケア
できます！！



うりずん通信

うりずん通信・テレマカシー 《編集・発行》  特定非営利活動法人 うりずん
 〒321-2118　栃木県宇都宮市新里町丙357-14
  TEL: 028-601-7733　FAX:028-665-8899
  Mail : urizn@hibari-clinic.com
《デザイン・印刷》 デザインスタジオ　アクセスhttp://hibari-clinic.com/urizn/index.html

第 ２ 号　2012年7月20日発行

●お陰様で『NPO 法人うりずん』が始動
致しました。うりずんを支援する団体と
してのうりぼうは活動を終えます。これ
までにお寄せいただいた 222件の温かいご支援のひとつひとつに、
今一度、深謝申し上げます。災害に備えた自家発電機２台の設置、
第１回目の修学旅行支援、NPO 法人設立準備の支援、そして、スロー
プ車購入資金の６割を準備 ･･･ 皆様のご協力により、１年という短
い期間でしたが、心を込めて大切な仕事に取り組むことができまし
た。ほんとうにありがとうございました。
●この度、うりぼうの口座でのご寄付の受付を終了し、お預かりし
ました寄付金の残額 173 万円余りをスロープ車購入のための資金
として NPO 法人うりずんに引き継がせていただきます。今後は、
NPO 法人うりずんの口座にて、以下のように選択肢を設けまして、
あらたにご寄付の受付を始めさせていただきます。

① 一般寄付（使途自由） 
② スロープ車うりぼう号の購入
③ 子どもと家族のための地域拠点整備
④ 外出支援（修学旅行など）

※①は使途を定めずお任せいただくご寄付、
　また、②～④は使途をご指定いただくご寄付です。
ぜひ引き続きご支援を賜りたく、ご協力をお願い申し上げます。

● ご支援のお願い

【賛助会員のお申し込み】　　
　　　個人年会費　3,000 円　　　団体年会費　10,000 円

【ご寄付のお申し込み】※①～④より 1 つご指定ください。　　
①一般寄付（使途自由）　　②スロープ車うりぼう号の購入
③子どもと家族のための地域拠点整備　　④外出支援（修学旅行など）

【振込先】
①栃木銀行若草支店　店番号：056  口座番号：1027369
　　　　　　　　　　口座名: 特定非営利活動法人うりずん
②ゆうちょ銀行〈ゆうちょ銀行からのお振込み〉
　口座番号: 00110－4－441471  口座名：特定非営利活動法人うりずん

 〈ゆうちょ銀行以外からのお振込み〉
　〇一九店（ゼロイチキュウ店）　  当座：0441471

※お名前とご住所のご記入が必須です。その上で、匿名のご希望があれ
　ばお知らせ下さい。
※振込み手数料は別途ご負担をお願い致します。
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「ケアが街にやってきた」
医療的ケアガイドブック

江川文誠・山田章弘・加藤洋子による編著
クリエイツかもがわ発行

●今日、医療的ケアの必要な方は増え
続けています。
福祉をはじめ、医療、教育、ボランティ
アなどたくさんの支えの中で安心し
て地域で暮らしていけるように・・・。
●そんな思いを込めて、福祉、医療、教育さまざまな立場から
支援の現状や課題など分かりやすく書かれています。ご家族は
もちろん、介護職、教育関係者など医療的ケアに初めて関わる
人でもとても読みやすい一冊となっています。

（山元　朋子）

ここに一冊の本があります。

編集
　　後記
編集
　　後記

“うりぼう”より　　吉川かおり

『NPO法人うりずん』のファンドレイジング担当

　「うりずん通信・テレマカシー」は年４回の発行

となります。一回の発行費用に、印刷・郵送代な

どで 15 万円ほど必要となります。そこで、広告

代として通信発行を支援していただける協賛企業

様を募集いたします。次号掲載のご希望の方は、

9 月中旬までに NPO 法人うりずんまでご連絡く

ださい。皆様方のご協賛・ご支援を宜しくお願い

申し上げます。

江川文誠・山田章弘・加藤洋子による編著

「外出は社会参加！」
人工呼吸器をつけて毎日外出される女性、
平本歩さん（尼崎市）をお招きする予定です。
平成24年9 月30 日（日）　
栃木県総合文化センター第１会議室（ギャラリー棟３階）

定員 100 名（事前申込必要）

テーマ

内　容

日　時

会　場

定　員

独立行政法人福祉医療機構（WAM）
社会福祉振興助成事業
うりずん第1回学習会

絶賛
企画中♪

詳細が決定次第、ホームページ等でお知らせします！
FAX や郵送でのご案内をご希望の方は、うりずんまで
お知らせ下さい。お楽しみに！

●現在うりずんでは、独立行政法人福祉医療機構（WAM）
社会福祉振興助成事業より交付決定を受け、既存の制度
外で必要な支援を実践する予定でいます。（平成２５年３
月までの期間限定ですが・・・）
同時に、学習会も企画しております。

助成事業で
、スタッフ

と

レンタカー
でうりずん

へ♪

ママは弟の
運動会へ

行ってらっ
しゃい！

ＮＰＯ法人うりずんでは
通信発行を支援してくださる協賛企業様を随時募集しております。

協賛企業様

キープキャリエール

　あなたのキャリアに
エールを
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ご寄付　3,548,831円をいただきました。ご支援ありがとうございました。
＊掲載順は都道府県の50音順になっております。

北海道 宇都宮市　　　狐塚　秀子 宇都宮市　　　増山　高文 日光市　　　　大野　清美 小金井市　　　竹宮　健司
雨竜郡　　　　篠永美保子 後藤　　薫 松本　洋子 大橋　康広 府中市　　　　小沢　　浩
樺戸郡　　　　細川　勝江 小林満里子 水粉　文子 檜木田その 武蔵野市　　　稲森絵美子
苫小牧市　　　上林　　哲 小暮はるみ 水沼　雅子 加藤　浩治 遠藤　泰弘

宮　城 小堀　　誠 村上ちぐさ 土屋　友里 千　葉
大崎市　　　　三浦　正悦　 櫻井知以子 村田　聖次 長嶋須美子 浦安市
加美郡　　　　大石　寿美 左近　昌子 米良　聖子 武蔵　恵乃 　　VICENTE   イトウミユキ

茨　城 佐藤　幸子 矢吹　清人 芳賀マサ子 　　VICENTE  VIRGILIO JR
日立市　　　　佐藤　美恵 下谷　正幸 矢吹　佳子 壬生町　　　　米内　美代 神奈川

栃　木 渋川　典子 山峰　貴司 真岡市　　　　曽根　俊彦 川崎市　　　　兵頭　輝子
宇都宮市　　　赤羽　隆子 須賀万里子 横松　　晃 埼　玉 藤沢市　　　　菅原　由美

阿部　フミ 関　登志子 吉田恵美子 さいたま市　　うりぼう 横浜市　　　　牧山　幸子
天知　　稔 関口　清美 渡辺恵美子 吉川かおり 長　野
安藤　正知 五月女浩之 渡邉　崇子 東　京 伊那市　　　　堀米　和齢
生野　裕子 髙木　敏江 渡辺みゆき 江戸川区　　　石井　昭代 静　岡
石川　恵子 高田　悦子 小山市　　　　青野　浩子 大田区　　　　植野　愛子 伊豆の国市　　木内　由美
石﨑　慶子 高野　博子 荒井　康之 葛飾区　　　　飯野　敏子 静岡市　　　　杉本　智美
井上揚於子 高村　祐一 市村　美恵 江東区　　　　岡本　峯子 奈良間美穂
猪瀬　正子 谷　　博之 土井　由子 後藤　　聡 愛　知
植木　　茂 長　　重光 　　  　よつ葉生活協同組合 新宿区　　　　今　喜代志 豊田市　　　　吉田　智博
上澤　美樹 塚本　明子 鹿沼市　　　　石川慎太郎 杉並区　　　　秋山　をね 三　重
上田由美子 鶴見　信子 須田　啓一 墨田区 御浜町　　　　奥野　正孝
丑久保久子 中野　謙作 河内郡　　　　大橋百合子 　　医療法人財団千葉健愛会

　　子ども在宅クリニック
　　あおぞら診療所墨田

滋　賀
臼井　佳子 中村真理子 さくら市　　　福田　雅章 東近江市　　　立岡　　晄

　　NPO法人チャレンジド
　　コミュニティ

西岡　　隆 塩谷町　　　　坂巻　美和　 長浜市　　　　髙橋　信義
塙　　静夫 下野市　　　　寺沼　幸子 世田谷区　　　中村　和夫 香　川

岡部　昇子 羽石　洋子 三瀬　順一 台東区　　　　市川　藤江 丸亀市　　　　松岡　真理
小野瀬道明 原澤　弘一 栃木市　　　　大木　富江 後藤　由紀 愛　媛
金子志保子 原澤　蓉子 益子　静子 中野区　　　　高柳　ユミ 松山市　　　　窪田　　静
瓦井　健一 福田　　勤 那須烏山市　　荒井　シヅ 中村　洋一 福　岡
菊池　順子 藤岡　浩美 小口　道子 港区　　　　　安東奈緒美 北九州市　　　石井　朝子
黒崎　元之 布施久美子 島﨑あや子 青梅市　　　　武田　肇美 久留米市　　　福田　明子
黒田かおり 前田按以子 日光市　　　　阿部　忠男 武田　秀夫 福田　清一
小口　幸夫 牧野　成子 　　　　　　　伊藤　君香 国分寺市　　　坂上　　香 匿名　　　　25名

秋　田 宇都宮市　　　川名　雅美 宇都宮市　　　髙橋　和美 宇都宮市　　　村田　昌子 下野市　　　　東谷　友子
横手市　　　　片倉　俊秀 河部キヨ子 田村　嘉應 森田　恭子 中島　久子

宮　城 河又　洋子 　　　　　　　田村　順子 　　　　　　　矢島　節子 　　　　　　　本間　洋子
加美郡　　　　大石　寿美 瓦井　健一 高村　祐一 矢野　正広 村尾　捷利

福　島 菊池　洋勝 長　　重光 山越　篤子 栃木市　　　　大木　富江
西白河郡　　　仁平　明美 菊池　順子 塚本　明子 山中　節子 大澤　光司

茨　城 木舟　房江 角田　郁子 渡辺恵美子 瀧澤　悦子
笠間市　　　　永井　秀雄 清嶋　和仁 鶴見　信子 渡辺　和子 那須塩原市　　阿久津典子
古河市　　　　植竹　　忠 草間ヨシ江 徳山　　篤 渡辺　照美 　　　　　　　飯島　恵子
桜川市　　　　保科　晃克 倉井　華江 床井　匡子 渡辺　ミヤ 岩波千恵子
日立市　　　　佐藤　美恵 黒田かおり 豊田三枝子 渡辺みゆき 児玉　幸弘
水戸市　　　　秋根　　大 小口　幸夫 長縄　町子 小山市　　　　荒井　康之 早乙女正次
結城市　　　　大熊　健児 小林満里子 中野　謙作 石﨑寿美江 日光市　　　　大野　敦志

渡辺　　勇 小林　由夏 中村真理子 井上登久子 大橋　康広
栃　木 小林　美子 名取　温子 井上　猛志 小田切直美

宇都宮市　　　青山　光江 小堀　　誠 並木　久子 太田　秀樹 金子　祐一
赤井　常男 小森　永子 西　　昌子 小橋　孝道 川味　エセ
赤羽　隆子 高斎　ゆ実 西岡　　隆 佐野　光司 小池　利恵
天知　　稔 坂本多香恵 荻山　光子 茂田　郁子 小石　光子
荒　るみ子 佐久間豊子 橋本　正行 菅間　悦子 斎藤　睦子
荒井　祥乃 佐々木佳子 橋本　美科 髙田　　實 須佐　佳子
荒井　南美 佐藤　崇生 橋本　紀子 土井　由子 手塚　郁夫
池本喜代正 下谷　正幸 濱野美姫子 花岡真里子 沼尾　栄子
石川　恵子 篠崎　文男 林　　敦子 深谷　祥子 芳賀マサ子
上澤　美樹 清水　康子 原澤　弘一 鹿沼市　　　　須田　啓一 平木ちさこ
臼井　佳子 白井　久子 原澤　直人 河内郡　　　　田崎サツ子 福田　英子
大泉　和也 白井　　誠 半田としこ 塩谷町　　　　石下　和伸 福田　榮子
大金　和人 白石　洋子 広田　則子 さくら市　　　寺脇　立子 福田　直美
木平百合子 鈴木　京子 福田　　勤 福田　雅章 芳賀郡　　　　高津戸英男
岡部　昇子 関口　忠司 藤井　幸子 佐野市　　　　三井　克哲 壬生町　　　　米内　美代
小俣みさお 五月女愛子 増子　孝徳 下都賀郡　　　塩田　浩美 真岡市　　　　曽根　俊彦
加藤　裕子 五月女浩之 増淵喜代子 松野　直之 群　馬
神谷奈麻美 大門　　亘 松田　一彦 下野市　　　　髙山　京子 高崎市　　　　小笠原一夫
亀野歌奈子 高木登茂子 村上ちぐさ 角田　裕子 埼　玉
鴨志田耕太郎 髙木　敏江 村田　光敏 寺沼　幸子 川口市　　　　大川いず実

NPO法人うりずん寄付者名簿（敬称略）

■一般寄付者　延べ 195名（うち匿名希望  25名）

■賛助会員　259名（うち匿名希望  33名）

平成24年4月1日～5月31日
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栃　木 小山市　　尾崎　尚子 千　葉

宇都宮市　遠藤小児科医院　遠藤秀樹 塩谷郡　　植木医院　植木　雅人 松戸市	 実幸会　いらはら診療所

　　　　　株式会社キープキャリエール 　　　　　谷口医院　谷口　洋子 滋　賀

　　　　　社会福祉法人晃丘会
　　　　　指定障害者支援施設　ひばり

佐野市　　ＮＰＯ法人風の詩 守山市	 社会福祉法人滋賀県障害児協会

日光市　　特定非営利活動法人  手のひら会 愛　媛

　　　　　冨塚メディカルクリニック 東　京 松山市	 医療法人いとう小児科理事長 伊藤卓夫

　　　　　ユー福祉タクシー 新宿区	 　（株）ケアーズﾞ白十字訪問看護ステーション 匿名	 1 団体

さいたま市　　稲澤　恒治 中村　洋一 千　葉 愛　知 愛　媛
大川たかね 練馬区　　　　江澤　淑子 市川市　　　　西岡　伸行 豊田市　　　　吉田　智博 伊予市　　　　豊田ゆかり
鈴木　明子 鈴木　浩子 堀田　具克 弥富市　　　　渡部　真志 松山市　　　　窪田　　静

草加市　　　　高村　陽彦 文京区　　　　永井　　巌 佐倉市　　　　米澤　純子 岐　阜 福　岡
戸田市　　　　掛川　　渉 港区　　　　　酒井三貴子 神奈川 岐阜市　　　　矢嶋　茂裕 福岡市　　　　中川　信介
比企郡　　　　荒川　博美 目黒区　　　　福島富士子 川崎市　　　　大村　洋永 三　重 長　崎

東　京 国分寺市　　　坂上　　香 横浜市　　　　深谷　沙知 桑名市　　　　多湖　光宗 西彼杵郡　　　下村千枝子
板橋区　　　　中尾　　学 国立市　　　　中板　育美 牧山　幸子 滋　賀 宮　崎

仲村　天平 青梅市　　　　武田　肇美 長　野 栗東市　　　　北川　貢嗣 日南市　　　　池田　輔昭
葛飾区　　　　飯野　敏子 武田　秀夫 伊那市　　　　堀米　和齢 湖南市　　　　井上　正隆 宮崎市　　　　市原　美穂
渋谷区　　　　古谷　喬子 小金井市　　　竹宮　健司 堀米登志子 長浜市　　　　髙橋　信義 鹿児島
新宿区　　　　秋山　央子 多摩市　　　　中山　茂樹 静　岡 山﨑多美恵 鹿児島市　　

秋山　正子 八王子市　　　稲葉亜希子 伊豆の国市　　木内　由美 兵　庫 　　医療法人ナカノ会
　　ナカノ在宅医療クリニック敷田　牧子 府中市　　　　麻生千恵美 静岡市　　　　杉本　智美 姫路市　　　　清水　英子

世田谷区　　　秋山　昌代 武蔵野市　　　高柳　ユミ 奈良間美保 香　川
中野区　　　　相澤　裕子 丸亀市　　　　松岡　真理 匿名　　　　33名

■団体会員　15団体（うち匿名希望  1団体）

　平成23年7月から平成24年7月10日までにうりぼうにお寄せいただきましたご寄付は、延べ222件、総額2,782,866円、うち、スロープ
車うりぼう号購入のためにお寄せいただきましたご寄付は、145件、1,389,100円です（金額にはハガキ・切手分を含みません）。
　このたび掲載させていただきました方々のほかに、匿名のご希望が15件ございました。
　平成23年12月末までの間、主に、非常用発電機の設置と修学旅行へのボランティア看護師派遣のためにご寄付をお寄せいただきました69
件につきましては、謝辞掲載の可否や匿名のご希望の有無につきまして確認が十分にできておりませんでしたので、お名前の掲載を控えさせ
ていただきました。
　ご支援くださいましたすべての方々に、あらためまして心よりお礼申し上げます。

うりぼう寄付者名簿（敬称略）

財産目録（平成24年４月30日現在）

１. 資産額
　　　　　　４，1６１，７１５円

２. 負債額
　　　　　　１，８４７，４８３円

３. 資本（差引正味財産）額
　　　　　　２，３１４，２３２円

【　内　　訳　】

科　目 金額（単位：円）
（流動資産） 　　（3,668,715）
　現金及び預金 236,062
　未収金 1,074,802
　貯蔵品 55,920
　特定資産 　2,301,931

（固定資産） （493,000）
　投資その他の資産計 493,000

資　産　合　計 　4,161,715

科　目 金額（単位：円）
（流動負債） 　（1,847,483）
　未払金 　514,673
　源泉所得税預り金 23,630
　短期借入金 1,309,180

負　債　合　計 1,847,783

資本（差引正味財産） 2,314,232

NPO法人　風の詩 上澤　美樹 小野崎千鶴子 小貫美砂恵 鈴木　玲子 直井　高子 渕元　浩二

赤羽　康雄 上田由美子 小俣みさお 小沼　新作 須田　啓一 永井　紀美 古屋　隆紹

秋根　　大 内田　正志 粕田　晴之 小林　拓也 添田　包子 中野　一司 星　ゆき子

浅田　頼子 宇都宮宏子 片山　泰伸 斎藤真理子 大門美砂子 中村　洋一 本道　喜代

雨森　正記 うりずんスタッフ一同 加藤　直克 斎藤　睦子 高野　一之 沼尾　成美 増淵喜代子

新井　裕子 江頭　文江 金坂　雅子 堺　　園子 髙橋　昭彦 芳賀マサ子 松本　豊正

飯島　恵子 遠藤　頼子 金澤　貴之 佐々木真理子 高松　祐一 橋本　　誠 三浦　正悦

池田　輔昭 大石　春美 金子　英紀 佐藤　千夏 髙村　　真 橋本　佳美 宮田　章子

石川　恵子 大久保道徳 川口有美子 佐藤　正行 武田　肇美 長谷川興賢 宮地三千代

石川　憲彦 大澤　光司 河添竜志郎 佐藤　元美 田島　直秀 畑野　秀樹 三輪　操子

石川　雄一 大野　敦史 菅野　安子 椎貝　紀子 田中　宣行 服部　栄子 村井佐代子

石下　和伸 大野　千晶 菊地　泰子 椎貝　則弘 地域包括支援センター
かわち

羽石　洋子 村井　邦彦

石野　　厚 大野　俊美 北川　貢嗣 下川　並子 原澤　直人 村尾　捷利・光子

市川　幸司 岡部　昇子 北澤　彰浩 下谷　正幸 趙　　達来 パルエイド（株）
たいよう本舗

矢島　　厚

伊藤　貴子 小口　幸夫 木平百合子 下村千枝子 塚越佳世子 矢嶋　茂裕

井上　文彦 奥野　正孝 窪木　律子 社会福祉法人　晃丘会
　ひばり

寺沼　幸子 廣瀬　典富 山本　昭子

苛原　　実 尾﨑　　雄 栗山　　宏 寺脇　立子 廣瀬　芳子 吉田　智博

医療法人社団 三育会 小澤　武史 子ども在宅クリニック
あおぞら診療所墨田

菅原　由美 戸村　仁美 藤岡　浩美 　

植木　雅人 小野誠一郎 鈴木　順子 豊田三枝子 藤本　真二 匿名のご希望 15件

初年度収支報告

平成23年7月1日～平成24年7 月10日

＊掲載順は50音順になっております。
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